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（その１）　本社は、東京都板橋区　住宅地の中に

【苦労は同じ】

㈱タニタは、ヘルスメーターで有名な企業ですが、その前進は

東芝などの家電下請け企業でした。（トースターなどが、博物館に展示）

下請け脱却のため、「はかる」に特化した企業に挑戦したそうです。

昭和３４年に、日本初のヘルスメーターを製造し、体脂肪計→体組成計と

製品開発とコストダウンの連続に挑戦する企業との説明を受けました。

自社製品でも発売から２年すれば、商品は半額以下。

ライバル社との製品開発や価格競争があり、下請け時と変わらない苦労を

しているようですが、社員の士気が高い会社と思いました。

【本社の耐震化は、新築せず】【新築並みの工夫がいっぱい】

築40年を経過した本社の耐震化対策は、骨組だけ残す大規模改築とした

そうです。（新築より費用が半分で済んだようです。）

ただし、建物内の構造は新築並みに工夫したそうです。

・　社員の特定したデスク、パソコンの撤廃。

・　デスク引き出しに相当するものは、鍵の掛かる壁側キャビネット収納へ。

・　更衣室は、男子はハンガーのみ。女子はブーツ入れを別途確保。

・　休憩、談笑箇所を別途設け、ここでの飲食を可とし、お菓子も販売。

・　休憩所に、体脂肪計を置き、計測データの入力を強制。

・　社員食堂は、2区分し、カフェスペースと、夜の会議スペースとして利用

・　ほとんどの部屋には、セキュリティーカードがないと入れません。

タニタ本社＆タニタ食堂　見学の一句

特化して　なぜか気になる　メロンパン

電子版“ロダン・タイムズ” タニタ視察

会議所の研修旅行



（その２）　外部者のタニタ食堂は本社でなく、丸の内ビル地下にあります。

おまたせの、タニタ食堂のご飯を食べに、丸の内にあるビルに移動しました。

店内に団体用スペースはなく、１４時以降の食事手配ながら、1時４５分頃から

数名グループ単位にて食事をしました。

テーブルには、２０分計が置いてありますが、普段早食いの私には、

あのランチのボリュームを１２分程度で食べてしまいました。

味付けは、薄いという人もいましたが、私にはギリギリのラインでした。

問題は、そのカロリー数値。メロンパン１個と同じ５００キロカロリーです。

食べた後、2時間もしないうちにお腹が空いてしまいました。

【はかる】という漢字はいろいろありますが、自分の健康をはかる

（計る、測るなど）には、数値だけをはかるのではなく、自分の心も

はかれ（謀る＝だます）ないと、いけないと思いながら、

照る照る坊主ならぬ、三日坊主にならないよう、何を謀ろうかと考えながら

帰って来ました。

【マイ謀り】毎日、一合のお酒を控えめに努めているこの頃です。

なお、タニタ食堂には、本と茶碗が売っています。

茶碗には、ご飯１００グラムと150グラムが盛り易く、内側に線が引いてあります。

（タニタ坊主が売っていたら、買っただろうに・・・。）
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